
子ども子育てに関する
ご意見をお聴かせください

福祉部 子育て支援課
令和５年７月
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「こども家庭庁」ができました

国の動向①

✓令和５年４月、国や社会のかたちを「こどもまん
　なか」に変えていくための司令塔として、首相直轄
　の「こども家庭庁」が発足（行政の縦割りを打破）
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「こども基本法」が施行されました

国の動向②

✓令和５年４月施行、こども政策の基本理念や基本事項を明らかにし、
　社会全体で総合的かつ強力に推進していくための包括的な基本法

✓この法律に基づき、
　国は令和５年秋に
「こども大綱」を策定

✓各自治体は、国の
「こども大綱」を踏まえた
「こども計画」を策定
（努力義務）
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「異次元の少子化対策」が進められます

国の動向③

✓児童手当の所得制限撤廃、高校生も対象（１万円/月）
　第三子以降の増額（３万円/月）

✓出産費用の保険適用導入

✓育休を取得した場合の給付金の増額

✓時短勤務による賃金低下を補う給付

✓選択的週休３日制度の普及　など
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コロナ禍も受け、著しく少子化傾向です

市の状況①

17,275

12,382

✓平成17～令和5年の市の18歳未満人口は、
　17,275人から12,382人と▲4,893人(▲28.3％)の減

(人)
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田中市政が本格的にスタートしました

市の状況②

✓「輝く市民が暮らすまち飛騨高山」の実現に向け、今年度は子ども、若者、
　教育、人材育成に特に注力し、対話・共創型の行政運営を進めています。
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市の状況③

こども計画の更新期にあたります
✓国の動向や市の状況を踏まえ、計画に盛り込む施策などを検討しています。

新たなこども計画
令和７年３月策定
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どんなことでも結構です

8

あなたのご意見をお聴かせください

安心できる遊び場を増やして
悩みを気軽に相談できると良い
この時期の経済負担が特に大きい
〇〇に対する支援ができないか
情報発信にもっと力を入れては...

当市のこども子育てについて


